
川崎市中央卸売市場北部市場

種類 品名 市況の概要
２０２０年５月
数　　　　量
（トン）

２０２０年５月
平均単価
（円）

前年同月比
数　　　　量

前年同月比
平均単価

1 人 参

　徳島県産、千葉県産中心の入荷でした。
徳島県産は前進出荷で推移し、千葉県産の
出荷量減少の影響により、数量はかなり減
少しました。単価は高く推移しました。

552 148 78% 119%

2 キ ャ ベ ツ

　神奈川（三浦）県産、千葉（銚子）県産中
心の入荷でした。やや前進出荷の傾向もあ
り、入荷量はかなり増加しました。引合いが
強く、平均単価はかなり高く推移しました。

1,273 133 131% 137%

3 ト マ ト
　熊本県産、愛知県産中心の入荷でした。
作柄が悪く、入荷量はかなり減少しました。
平均単価は高く推移しました。

444 264 76% 117%

4 レ タ ス

　茨城県産、長野県産中心の入荷でした。
中旬までは茨城県産が安定した出荷となり、
中旬以降は長野県産が潤沢な出荷となり、
数量はかなり増加しました。平均単価はや
や高く推移しました。

371 188 143% 108%

5 馬 鈴 薯

　長崎県産中心の入荷でした。長雨の影響
により出荷が遅れたため、入荷量はやや減
少しました。平均単価は大幅に高く推移しま
した。

301 241 91% 169%

6 甘 夏

　鹿児島県産、熊本県産中心の入荷でし
た。他品目の早期終了の影響もあり、入荷
量は減少しました。品質が良く、好調な荷動
きにより、単価はやや高く推移しました。

73 232 85% 113%

7 ア ン デ ス
　茨城県産、熊本県産中心の入荷でした。
品質も良く、前進出荷となり入荷量は増加し
ました。単価はやや安く推移しました。

54 475 124% 94%

8 い ち ご

　栃木県産、福岡県産中心の入荷でした。４
月の寒波の影響により、出荷時期がずれた
ため、入荷量はかなり増加しました。平均単
価は前年並みで推移しました。

128 978 129% 102%
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【増減基準】
①並み、横ばい：（＋－）0～2％
②やや増加（減少）：（＋－） 3～10％
③増加（減少）：（＋－）11～20％
④かなり増加（減少）：（＋－）21～50％
⑤大幅に増加（減少）：（＋－）51％以上


